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Geology　o：f　the　Upper　Fujikoto－Rivler

I）istrict，Nothem　Akita　PrefectuL，

　　　　　　　　　　　9
　　　　　　by’

Masatsugu　Sαito

　The　area　is卑ainly　occupied　with　the

tertiary　formations　which　are　typical　in　the

so－called“Green　Tuff”region　in　North一　「

「
e astem　Japan・They　乱re　abundantly　rich

in　volcanic　materials　in．the　form　of　lavas

or　pyroclastics　an（i　partly　as　sheets　or

dikes，considerably　accumulated　in　marine

environments，being　altemated　or　illter－

calated　more　or　les＄with　siliceous　mud醇

and，rarely　coarsersediments．Any　mcon－

formities－w葦ich　me典n　remarkable　time－

hiatuses　are　not　conceivable　within　these

formations，though　the　sedimentati6n　fea－

tures　are　much　complicated　Qwing　to　the

irregular，volcanic’accumulations．　Thre6

倉e616gicalf・rmati・nsmaybe、deduced、

from　the　lithological　point　of　view，parti－

cularly　from　the　petr6graphical　view　point

of　their　volcanic　materials，being　andesitic

at　the　begining，then　liparitic、and　finally，

basaltic，resp㏄tiv今1y。These　volcanic　ma一

仁erials　Were　suff♀red　by　m“tasomatic　alter－

ations，　such　　as　propylitization，　c尊lofi－

tiza仁ion，　silicification，　pyritization，etc．，ex－

cept　the　basaltic・rocks　in　lthe、1ast　forma－

tion，these　being　fairly　unaltered　and、fresh

in　cmmon．

　Cov6】fing　these　confomab互y　the　socalled　“

t“Oi1－Tertiary”formation　mainly　composed、

of　detrita1，muddy　or　sandy，marine　sedi一

瑳地質部図幅課長

　血』ents　with　a　f6w　beds　of　acidic，pu士nice－

　ous　pyroclastics　is　widely　distributed　over

　the－south　of　th6area．

　　In　the　“Oi1－Tertiary”　formation　the

　foldlng　structures　are　well　devdoped　with

　c1・sdy誠ti隅par母11e1．anticllnes－and

　syncline馬，whileth¢f・1dingsaredullin

　the　formations　rich　in　volcaniC　materials，

　but　some　faultings　which　are　noticable．

　After　th6se　movements、a　dike　of　quartz－

　diorite－porphyrite　int■uded．

　　Besi（1es　the　tertiary　group，there　ap－

　pearsa曲allstrat・一v・1can・・fr㏄ent

　，eraption　constructed　from　loose　pyroclastics

　withいmassive　lavas　of　andesitic　nature。・

　　Among　the　ore－depositβ，、the　epither－

　mallead－zincveins，inthelaltered、green

　v・1canicsareρf㏄・n・micsignificancα、

　　　　　1．前　書
　昭和25年の夏，秋田県庁の委嘱を受けて，本所の大沢

（禮）按官と共に從事した地質調査結果の概要を，特に所

謂緑色凝荻岩暦の地質に就いて重点を置いて記述する・

本文は同時期に隣接地域を担当した近藤信興，河含正虎，

中村頴三，大和栄家郎各按官等の未発表調査結果に負う

ところが少くなく，叉この原稿はこれを御校閲下さつた

東北大学の八木次男教授の懇切具体的な御指教によつて

予め補正することが出來たのを記し，これらの方々に深

謝の意を表わす。

　　　　　2．第三紀層の層序
　調査地域は東北地方の所謂線色擬荻岩地帯に属し，所

、謂含油第三紀暦の下に続く，種々の米山岩類，火山砕屑

岩類を主とし，泥岩等の水成岩類を少しぐ爽む岩暦で主

に構成されている。火山岩類は変朽安山岩，斜長石英粗

画岩，玄武岩等の線色凝荻岩地幣に普通に観られるもの

であつて，火山砕屑岩類よりもむしろ多量に分布する

程であるが，，その現出の様子はこの地械での観察でば岩

床，岩脈その他の貫入状態のものは少く，多くは熔岩と

してそれぞれ同質の凝荻岩，凝荻角礫岩，集塊岩等と密

接に関蓮し，これらに泥岩等も加わつて互いに不可分な
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累重関係にある。從つて從來のように例えぼ線色凝荻岩

層と変朽安山岩体，石英粗面岩体等とゆうように地質軍

位上分離し難いものであつて，こ．』では火山岩類，火山

砕屑岩類，水成岩類を一括した岩層として取扱うことに

する6そして，この岩層を，岩質特に構成火山噴出物類

の種類によつて下位から，線色変質を受けた安山岩質の

．ものを主とする「黒石沢暦」，線色変質を受けた部分を

多量に含む石英粗面岩質のものを主とずる　「白石沢贋」，

概ね不変質の玄武岩質乃至塩基性安山岩質のものを特徴

とする「物見山暦」に区分するo

　所謂含油第三紀層は，鷹巣（し）及びコッ井（2）油田に広

く分布するものが，今回中村撲官が調査した南隣地域を

経て続いて現われるものであつて，その最下位附近の部

分が分布するo

　別に第三紀のものとし七，石英閃線玲岩の岩脈が麦，る。

　1）黒石沢層
　本地域ぞ最下位の黒石沢暦〔3）は，広く変質を受けた專

ら中性乃至塩基性の種々の火山噴出物類，即ち変朽安山

岩・変質玄武岩・線色凝友岩・緑色凝茨角礫岩等から成

り，時に珪質泥岩等の水成岩薄層を爽有するもので麦，る。

標式的露出地は黒石沢から立俣沢に澹うところとする・

　火山噴出物類は緑泥石化，珪化，腕色（炭酸化・絹雲、

母化等），黄鉄鉱の鉱染等の種々の変質を受け，叉石英

脈・方解石脈・沸石脈等を走らせている。そ1して変質の

種類，程度ならびに源岩の性質に応じて渡淡の線色・褐

色ご紫褐色・友色・叉しばしば斑な難色等種々の色を呈

する。次に述べる白石沢暦の石英粗面岩質のものに比べ

て，一般に濃色ゼ且つ堅硬なものが多い。火山岩の部分

は，火山砕屑岩り部分よ6も量が多いが，一般に爾部分　．

は互いに錯雑して分布し，共に無流理叉は無暦理のこと

が多く，叉変質によつて識別が往々困難なことも凌，つて，

地質図に区別して分布，構造等を示すことは容易ぞない。

しかし例えぼ太良鉱山附近の七枚沢から新ざく坑一帯に』

分布する線色凝友岩及び凝友角礫岩では層珪が明らかぞ，

その北側に広く露われる変朽安山岩を被覆する関係が観

られ，変朽安山岩は必ず亡も線色凝次岩等を貫いたわ，

被覆したりするに限るものでないことの好例が示される

ような場合もある。火山岩が大規模な岩床，岩脈となつ

ていることはないo

泥岩は珪質ぞ，時には全くチャート質ぞある。稀に砂

質を帯びることもある。火山岩や凝友岩等を明らかに整

（1）千谷好之助；秋田縣鷹集油田地質及び地形図・同読明書・

　（大正13）地質調査所

‘2）千谷好之助＝秋田縣ニツ井油田地質及び地形図・同設明書

　（大正14），地質調査所

（3）大和技官の今回の調査によれば、西隣の粕毛川上流地鍼には

　本属に績き更に下位のものが分布するよらである。

合に重なるところが観られる。し1かしながら薄暦朝であつ

て長くは続かないようであわ，叉層理は常に明瞭である

が露出によつて方向がかな転区々七あ？て，地質構造　’

を解く上の手掛わ、としては，ざつとした役に立つに過ぎ

ない。黒石沢畔に露われる泥岩暦の上位に接する砂質凝

友岩から，径10cm大のPθ4佛sp．が得られた。

　本地域の最下位を占める本暦は，広く東北地方の第三

　　　　　　　　　　　　　　ギ系基底附近の岩暦が濃線色，［堅硬な安山岩質線色凝友岩

類等によつて構成ざれるのと，岩質上よく一致していう。

但し本地域では半位の石英粗面岩質の白石沢暦と抹一続

きの堆積物であつて，この聞に著しい不整合等は観られ

ない0

　2）白石沢層
　本層は種々の性質の石英粗面岩及び同質の凝友岩乃至

凝友角礫岩によつて構成ざれ，本暦もまたかなりの範囲

に亘つて緑色化等の変質を蒙つてお4），又一部では泥岩，

砂岩乃至礫岩を來む。本暦が広く分布するところは白石

沢附近であるが，構成岩類がよく観られる標式的露出地

は藤琴川ふら黒石沢に浩う所で麦，る。

　黒石沢畔では本暦の石英粗面岩質凝友岩が暦理を持ち，

黒石沢暦の変朽安山岩を被覆するのがよく観察され，そ

して境に接する部分は安山岩質物を混えて中間の性質を

表わしている。太良鉱山附近に分布する本暦の直下では，

黒石沢層の安山岩質緑色凝友角礫岩には石英粗面岩質の

角礫を多量に混有する。叉鉱山附近では変質安山岩質の・

ものが，石英粗面岩質のものと互いに貫き貫かれる関係

に出現しており，更に石英粗面岩質のものよわ上位にま

で分布し，更に上位の物見山暦の最下部附近にまゼ出現

する。河合技官の観察結果等から鋼断するに，同様に入

6混つた関係は鉱山南東の鍵掛峠から高假戸山に亘る山

稜にも存在するようである。叉鉱山西方の物見山北中腹

では白石沢暦最上部の石英粗面岩質凝友岩は塩基性線色

火山岩質の角礫を混え，上位に向つてこれを次第に増加

する。更に西方の粕毛川麦流の内川流域では，石英粗面

岩質線色凝友岩は安中岩質物を多量に混えている。これ

らのことからみて，一方に於て中性乃至塩基性の糟活

動が黒石沢暦から物見山暦の堆積に移ろうとする頃に，

時期的には重複してこれとは別個の中心をもつて酸性の

火山活動が惹起したことが到る。白石沢，一通沢に亘る

地幣及び粕毛川支流の大割沢附近では，混わ気の無い石

英粗面岩及び同質火山砕屑岩類がよく発遽しており，そ

れぞれ活動め中心があつたらしい。これk較塗て内川流

域の地帯及び太良鉢山から南東に亘る地幣では，角礫を

混えない凝友質のものが多く，又泥岩鳳安山岩質物等．

を含み，火山体周豫の堆積相が現われている・

地域北豫の眞名子沢上流に分布し，この附近の白石沢
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暦下部を占めるものは白色素焼状のリソイダイト質のも　　　3）物　見　山　層

ので凌，る。これを被覆して檜原沢，白石沢，一通沢，内　　　本層は泥岩と，．これの堆積と同時期に繰返して多量に

川に亘つて分布し，この地帯の主体を占めるものは，極　　噴出した概ね不変質の玄武岩質乃至塩基性安山岩質の集

めて硝子質のものが多い。変質を受けていない部分は白　㌧塊岩，凝友岩，熔岩との互暦，ならびにこれらを貫く同

色であるが，多くは美しい淡緑色乃至幣青線色に変質し，　質の岩床，岩脈等から成る。この内集塊岩の発達が特に

石英粗面岩質線色凝荻岩と從束言われるような時徴を表　　顯著である。標式的露出地は物見山南西の奥小比内西股

わしている。但しこの線色のものには，凝次岩ぞはなく，　沢に滑う所ぞある。

眞珠岩性の熔岩であるものがかなり多い。この硝子質熔　　　下限は便宜上，白石沢暦の石英粗面岩質，叉一部では

岩は少量の石英及び斜長石，微量の黒雲母及ぴ線色角閃　　黒石沢暦の変質安山岩質の主要部分が絡わ，泥岩がかな

石，時には更に輝石の斑晶を，全く硝子質の石基中に持　　りの厚ざを以て出初あるところとするが，ごの泥岩には

つている。緑色のものでは石基硝子中に線泥石様の線色　　まだ時々石英粗面岩質又は変質安山岩質の薄層が挾まれ

の微粒が散在している。叉硝子質のものには熔岩，火画　　ており，本暦と下位の岩層とは一連の堆積物ぞある6粕

砕屑岩ともに，繊維状組織あ浮右質破片等を多量に含ん　　毛川支流の大烈沢附近ゼは，本層下部の泥岩等を欠いて・

だ角礫状構造のものが少くない。・なお黒色の松脂岩も一　　上部に当る安山岩質集塊岩が直接に白石沢層のリソィダ

部には存在する。大割沢附近には專らリソィダィト質の　　イトを被覆する。從つてこの聞は一応不整合斌であるが・

．ものが発達し，どれKは薄板を重ねたような縞状流理が　　この状態は調査地域内の他所ぞは全く認められないこと

顯著に見られお。以上のリソィダィト質叉は硝子質のも．ゼあつて，地殻変動とその後の浸蝕とを意味するもので

のの他に，石英・斜長石・黒雲母等の斑晶が多い猿義の　一はなく，リソィダィトがこの部では厚く累積して恐らく

石英粗面岩乃至ネバダイトも，本暦中の所々に小露出を　　海上に頭を出していたために・囲りの海底には引続き堆

なして出現する。・特に太良鉱山附近にはこれらが少くな　　撰した泥岩等を部分的に元々欠如したことによるものゼ・

し，、。別に地質図に区別して示し得るように明瞭な小岩床　　あろう。上限は玄武岩質乃至安山岩質の火山源物質の一

又は小岩脈をなす鰍ある一種のリソィダ朴巌・る・　次的堆積物の終るところとし（礫岩等の礫としての二次

細かな柱状節理が発達し，新鮮なものは褐色叉は淡友色　　的堆積物は更に上位の岩層にも含まれている）・　これよ

噛、るが，多くは陶石化作用のよう媛質を受けて白色6上位噺謂含湘第三縮とする・この蹴整飯ある・

に変つている。i斑晶は斜長石及び黒雲母ゼ，石英を含ま　　が・境は割合に到然としている・

ない．石基は主に伽撒の繊を呈し，この翻繊　儲巌罰至黒色を呈し・風化面燃蜘色に鱗
石英及びアルカ帳石が徽象組舗に姓したも媛醜醐瞭噛る・主に韻堅駅下部には全く勉一、
ある．ピの訴，岩脈購に黒石瀟をも貫いて出現すト質のものがある・上部には鰯属の縞り・この内

．る．石英樋顯叉醸山岩質の醐の岩石藷し構にはチヤ論質叉齪頗の団郷含まれている・1

色変質綬けている欧存る属拘らず，本岩自体鵬 火山岩鷹色雁磁甑多く舷武岩質窃るが
石化麹配変質はヒ、てい麟全然雛化してはいな上音昼で腋嶋質の髄渦る・多少購色イヒ変質硬

いb変質の構からみても石英顯岩質の活動の主要時け・或騒師・沸石等の二次鋤が細脈をなし叉麟

期よ移少後期の瓢叫の脇ろう縄吻見蠣を仁灘齢動て擁すること輔るカ㍉一灘は不変
貫くものは見出されていない．　　　　　質瀬噺鮮であ石・購石玄武岩乃至普通輝石玄武岩

　太良鉱山附近の藤琴川川床ゼほ，石英粗面岩1同質凝　　質安山岩が代表的ゐ岩種である・多孔質のもの・密質粗

友岩が泥岩・砂岩乃至礫岩を整合乃至漸移関係を以て挾　　粒朕のもの・石基が硝子質のもの等種々の種類がある。

有するのがよく観察舗る．粗粒誠岩の介在によつて柱脳戴灘儲力肺激こ麟少くない・岩床’
示さ矛，る浅灘麟境は本地域噺謂雛嫉岩暦中で岩脈の離輩儲を珪化することカζある・本暦に属す

批の部分嚇噛つて他に腰んど見られない・且つる雌定勲る玄武岩及び安山岩の化学成分等について

薄暦鵬bて一時的のもの窃る．これらの誠岩類は謄て記載（4）さオ・紅とがある・集塊蹴前述のような

醐棚騨劫，一般には醗凝頗輩る・泥岩に新鮮絃鵡乃至安山岩の大小の触つた岩塊力㍉鯨
は珪質のものも濁る。　　　　　　　　　　　　　　　　質物質で膠結されたもので・殆んど無暦理である。凝友

東北地方噺謂雛鯨顯砒較的上位に於て談岩畷襯色鵬礁所言胃艶嫉岩式の変質綬け＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ていない。粗疑軟弱で薄麿を成して集塊岩叉は熔岩中
色軟弱な石英粗面岩質のものが観られることと，本暦の
顯琳よく噸する．礪と下位の黒石沢駅び上位’に介在し・ヌはその上下に離する・別に撚物が全く

’
の
物

見山層とは一続紳堆積物ぞある。　　　　　（4）高臨一・八ホ娚dヒ能代油田・畢第麗（昭和14）
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玄武岩乃至安山岩め細片乃至細粒からなる黒色の凝友質

砂岩がある。

　本層の厚ざほ場所によつて著しい満長があり，例えば

物見山南北では2．OGGm内外に達するが，高假戸山東西

では約500mに過ぎない。今泥岩のみの厚ざを累計する

と，各所とも400乍500mで略々一定している。即ち厚

ざの膨縮は主に火山噴出物の多寡によつて麦配ざれてい

る。言いかえると，堆積時聞を代表するものは主に泥岩

であつて，火山噴出物の堆積は厚い場合にも凌、まわ長い

期聞を要しなかつたのであろう。物見山からその南方で

は，玄武岩質集塊岩と熔岩とが厚く発蓬してお6，本暦

下半部における火山活動の一中心であつたらしい。；れ

と同暦準は西方ぞは次第に薄くな転大闘附近では岩床

及び黒色玄武岩質砂岩等を含む泥岩で代表され，一方東

方では桂岱，高假戸山に亘る薄い岩床等ゼ代表ざれる。

叉粕r釜川畔から茂谷山，大割沢附近ぞは，凝次岩・岩脈

等を含んだ安山岩質集塊岩が著しく厚く発達し，本暦上

部に於ける他の火山活動の中心に近い岩相が分布してい

る。東方に赴くとこの層準は急激に厚さを減じ，叉次第

に角礫を減じて凝友質となわ，奥小比内北側から眞名子

附近では玄武岩質の砂粒のみからなる黒色砂岩に移わ変

つて，火山体周縁の堆積相を現わすに至る。この黒色砂

岩は更に高假戸山西側方面にまぞ続き，物見山暦の最上

限を示し，しかも黒色乃至暗線友色，「粗懸，軟弱，塊状

で識別が容易であつて，地質構造を知る上にも絶好な示

準暦となb得る。

　本居は特徴ある塩基性火山噴出物類を多量に含むこと

によつて，、所謂含油第三紀層から区分されるものゼある

が，この聞は全く整合で麦，るのみならず，「泥岩は含油第

三紀暦最下位の「珪質泥岩暦」のものとかれこれ本質的

には差はない。化石としては本暦の最上部附近から礒に

貝化石を産し，即ち奥小比内西股沢の黒色砂岩か今保存

不良の小型二枚貝，及び巻貝，叉東股沢の凝友質砂岩がら

Pθo飽％sp．が得られた0

　4）　所謂含油第三紐層

　最下位は女川暦に対比される「珪質泥岩暦」（5）で，物

見山暦を整合に被覆する・下部には物見山暦から引続い

て珪質泥岩が多く，上部では漸次黒色梢々軟質の泥岩に

移化し，砂岩及び玄武岩質乃至安山岩質の礫を有する礫

岩を來むことカ｛あるo

　『これを整合に被覆して「下部凝茨岩暦」が現われ，こ

れは下部七座凝友岩暦と称せられるもので，酸性の浮石

質凝友岩乃至凝友角礫岩よわ成る。本暦の火山物質を供

．給したと思われる活動中心はこの附近には見られない。

　これらより上位は，調査地域をはずれて分布し，概ね、

　　（5） 千谷好之助＝秋田縣北部油田の地質に就きて，地質學雑誌

　　　　　　　第37巻，第477號特別號・（昭和5）

南するに從つて次第に上位のものが現われる。岩質によ

つて細分されているが，全般的にみて，下位は細粒の泥

岩が多く，上位に向つて砂岩・砂質泥岩など粗粒のもの

を互厨叉は漸移関係を以て次第に加え，最上位の砂岩層

に及ぶ全体として→つの海退期を示す堆積物である。

5）石英閃緑玲岩

　独鈷森附近に於て，黒石沢暦と物見山層とが別々の構

造を持って直接する断暦に滑つて，石英閃線玲岩の岩脈

が麦，る。岩脈の少くとも粕毛川以西の部分てfは爾側とも

に貫入朕態を明示し，貫入は上記の断暦以後である。構

造的に見ると所謂含油第三紀暦の下部附近よわも寧ろ新

しいようにも見えるが，直接することがないのゼ，幟か

なことは不明ぞある・岩石に斜長石・輝石及び少量の石

英から成る斑晶を多量に持ち，、又石基は石英・斜長石・

アルカリ長石等から成る。斜長石は曹長石化，輝石は線

泥石化を少しは蒙わ，叉線色捕獲岩の囲わはや』線色を

帯びるが，一r般には友色乃至淡次色で，かな6新鮮な岩

石で，線色化変質作用を受けていない。

3．第三紀層の地質構造
　第三紀層1は通常25～400の中庸な傾斜をしているo

下位の黒石沢層等では傾斜が急ぞ，上位の所謂含油第三

紀暦，ことに地域外に分布するその最上位あ部分等では

緩かな傾向があ6，地殻変動は第三紀暦が累積する間を

通じて行われたことを覗わしめる。概観して北から南す

るに從つて家第に新しいものが帯状に分布し，北を中心

に隆昇蓮動が進んだことを示しているじこの幣状分布の

方向に対して，摺曲軸及び断暦は南北乃至北東一南西の

方向をもつて交叉し，從つて各岩層の図上の分布は波状

になつているo

　所謂含油第三紀層では，鷹巣及びニツ井油田（6）にみる

ように溜曲構造が顯著であつて，相接して背斜，向斜を

繰返し，この欺態はこの地域の南巌部にも現われる。こ

れに対して主に火山噴出物類から構成されるこの地域の

主体ゼは，摺曲は鈍くなわ，代つて断層が目立つている。

泥岩・砂岩等の岩暦は軟弱であつ＜，よく溜曲し得るに　、

比べ，聖火山岩質物は堅硬で溜曲し難い代わに，断裂を生

じるからであろう。奥小比内附近には土ツ井油田から続

いて一つの向斜軸が走るのが中村技官の今回の調査によ

づて到つたが，この向斜軸はそれ以北の物見山厨の火山

噴出物類中では1水無方向に走る向斜性ゐ断暦に転化す

る。この断暦の正確な位置は未定であるが，奥小比内附

近の下部凝友岩展の分布の喰違い，物見山層最上部の鍵

暦である黒色砂岩層が不連続に急転すること，更に金沢

一東股沢聞の道路上及び黒沢澹いゼ地暦が全く南東に等

　（6）千谷好之助～前出（大正13）及び（大正14）　．
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斜構造のみを示し，東隣する背斜構造の延畏が見られな

いこと等によ？て・断麿の存在は充分をこ認窟れる・粕一

毛川東岸の大開附近を略々南北に走るものは背斜性の断

’暦ゼある。この断層の位置は，岩層の走向傾斜の急転，

地暦の擾飢（断暦の位置と思われる附近ゼは垂直に近く

急斜し，背斜軸でないことを示す）等によつてかなり正

確に追跡出乗る。但し北方で黒石沢暦の安山岩質岩層中

に入ると不明瞭となる。

　1大開以西は，全体として半ば盆朕の構造を成していた

　ものが，独鈷森から，△628．1附近を通る北東～南西の断

暦によつて，北西部が切断された地塊ぞある。内川中流

　と大割沢附近との石英粗面岩質の岩層は元來一続きの白

石沢暦ゼあつて，盆黙構造の外側を占め，内に物見山暦

　を包んぞいたもの舳であろう。これらの構造は石英閃線紛

　岩岩脈が貫入する前に形成されたのぞある。

　太良鉱山附近は白石沢暦が繰返されて露出する地垂構

　造を示している・この北西を限る断暦は藤琴川畔の露頭

　で観られるように頗る急傾斜ぞあ’），白石沢卑側の岩暦

　分布は地形に殆んど無関係ぴと直線状に境される。地塊の

・南西側ぞは藤琴川西岸中腹で岩層及び構造が急変する・

　南東側の断暦は，藤琴川畔ゼは位置が略々認定されたが，

　これを離れて低不明瞭である。この断暦は南方の桂岱附’

　近に現われている陶斜構造に対して胴切わ式であり，こ　，

　れの北側の地墾内ゼも，向斜構造が桂岱附近よわ・も下位

　の岩暦によつて示されている。鉱山の東方ゼは，近藤捧

　官の今回の調査によれば，まだしばらくは著しい断暦に

　無いようゼある・鉱山附近の地墨を区切る断暦の位置は・

鉱床賦存地域の限界に関係ある点で意義がある。

4．第三紀層以外の岩層
第四紀のものとして，粕毛川畔に極く挾い範囲を占め

る階段堆積暦，地域内最高峯の駒ケ嶽を形成する火山噴

出物及び各河川に澹う発達の良くない沖積層がある。

駒ケ嶽は主に膠結していない火山岩屑で構成され，所

々に熔岩を挾有する成層火山である。かなり解析を受け

ていて，火口，その他の原形は失われているが．構成岩類、

は概ね四周に向つて時には20。以上をもつて傾斜し，現

在の山頂附近を中心とした一つの独立火山体であつたこ

とが明らかゼ麦，る。岩質は多孔質，淡友色の紫蘇輝石・

角閃石安山岩ゼ，第三紀の火山岩類に見られるような変

質は勿論受けていなく，全く新鮮ゼある。、

地域北部の立俣沢に於ては，や瓦片瞬岩状を呈する嘩

白色の黒雲母花嵩岩，・叉古生暦のものらしい珪岩，石次

岩の転石が得られた。、これらは第三紀の線色凝友角礫岩

中に取わ込まれていたものか，．叉は駒ケ嶽の噴火に際し，

深所から勉出されたものかと考えられるが，いずれにし

ても第三紀暦の下の基盤を示唆するものであ拳。つ

5，鑛　床』

鉱床としては錯・亜錯鉱脈が重要ゼあり，太良鉱山は

これを稼行している。太良鉱山に就いては撰近の本月報

に報文（7）があるし，、その他の鉱脈姪ば差当勉詳述すべ琶

ものはないめぞ，こ』には各鉱床の概要だけを表示して，

おくQ．、

＼　1

名 称

太良鉱山

あいとり沢

。鉱・ノ床

かたわ山沢

、鉱　　床・

たざえもん沢

鉱　　・床

鉱種

錯，亜鉛

銅

錯，亜錯

金

硫化鉄

母 岩

線色凝友岩，凝
友角礫岩，変朽
安山岩，石英粗
面岩，1泥岩

変朽安山岩

、，ク

〃

1
鉱
石 及び脈石『

鉄闘亜鉛鉱，方鉛鉱，1
黄銅鉱，黄鉄鉱，石英，、
方解石，線泥石，
粘土　『

鉄閃亜鎧鉱，方錆鉱，
黄銅鉱，黄鉄鉱，
石英，粘土

閃亜錯鉱，方鉛鉱，黄
銅鉱，黄鉄鉱，
石英多く珪質

黄鉄鉱，鉄閃亜錯鉱，
黄銅鉱，

石英，粘土

品　位
鵯
稼
、

行
， 状況

Pb…　　2％」㌦『，

』Zn＿　5％　　媒掘　．

Cu…0・4％半古河鉱業
珠9…60gr1レ

Pb，Zn…

不良

Au…木明
Pb，Zn一・

　不良

S一一
かなり良好

Pb．Zn…

　　不良

休山
旧坑数個あるが多く
は崩壌

休山

旧坑数イ固あるo

旧坑1個で探鉱に着
手しただけで休山

（7｝伊藤昌介鰍田鰍良鑛山・鉛漉鈴鑛床調査報告地質．

　舗査所月報，第1息第4號・（昭和25〉

これらの鉱床は閃亜錯鉱・方鋸鉱・黄銅鉱・黄鉄鉱等

を鉱石鉱物とし，石英・方解石・粘二L鉱物等を脈石鉱物
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とする所謂浅熱水型のものである。金・銅等を目的に試

掘されたものも麦，るが，閃亜鋸鉱等を常に多少とも含有「

し，鉱床の型式は同一のものである。いずれも主に黒石

沢暦，一部は白石沢層の地帯，即ち線色化変質を蒙むる

ことのある岩暦中に胚胎され，1火山岩類の内でも変質の一

著しくない物見山暦中には見出されていない。　、

駒ケ嶽東麓φ黒石沢畔には酸化マンガン鉱を露天掘し

た所が麦，る。現在は鉱石を掘り盤して詳紬は不明で凌，る

が，鉱床は駒ケ嶽噴出物に属する安山岩の崖錐に覆われ

た斜面上の窪地に位置する地表の沈澱鉱床で，鉱石は恐

らく駒ケ嶽の火山活動に関係ある鉱泉から沈澱したもの

であろう。

④
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第1図　秋田縣北部藤琴川上流地域地質図
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所謂三角式黄銅鉱に就いて（砂川一郎）

6．結 目

　　以上記述したことを基にして，，所謂緑色凝次岩暦の地

　質全般に関係すると思われる意見を少しく述べて結びと

　する。

　　（1）　この地域ぞは，火山岩類はそれぞれ同質の凝友

　岩等と密接に相随伴し1互いに累重し含い，地質軍位と

ン　しては殆んど不可分の関係にある熔岩であることが多く，

　この状態は現世の火山体に見られる熔岩と火山砕屑岩類

　とが互いに重り合うのと似ている。火山岩類は膨縮の甚

　だしい分布を示し，且つ浸蝕に耐えて突出する結果，通

　常高所を占めて厚く露出するように目立ちはするが，そ

　の周囲の凝友岩・泥岩等を只被覆しているのゼはなく，

　例えぼ岩体を横切る沢沼い等ぞも高所と略々同程度に発’

　達しておわ，叉一側では他岩に被覆される関係が認定さ

　れ，なお岩体の流理，節理の方向からみて周囲の岩暦と

　同檬に自体が傾斜するのが推定されることもある。これ

　らの様子は構造の比較的解り易い物見山暦に於て特によ

　く観察される。一般に憂日本の斜長石英粗面岩や，変朽

　安山岩を，周囲の線色凝友岩層等から切り離して取扱い，

　常にこれらを貫いたり，簡軍に被覆したり，しているもの

　　　　　　　り　と軽く考えてしまつてはならないようである。

　　（2）物見山暦場下の火山噴出物を主とする累暦ほ・

　所々に泥岩等を整合に挾ん七おり，細粒岩を常に沈積す

ノ　るような環境の海底に，劇しい火山活動から供給された

　ものが累積した堆積相を示している’。火山活動は中性乃

　至塩基性ぞ，そのある時期には酸性のものも加わり，大

　体に於て一定時期にほ略々同様の岩質であつた汎但し

　広い算囲に同様の岩質のものが分布しているのは少区域

　ごとに別個の中心をもつて噴出されたものの集りぞある

　　ようで麦）るq
　　　（8）　この累暦はこれを被覆する所謂含油第三紀層を

含めた全てを通じてこの地域では一連の権積物であつて，

その聞どこにも著しい時の聞隙を意味するような不整合

は存在しない。部分的にはある層準を欠いて不整合状の1

こともあるが，これは火山源物質の累積に華だしい厚さ

の不規則が麦，るのに由るものである。白石沢層には浅海

性堆積の片鱗が示されてはいるが，極く局部的且つ一時

的のものである。線色凝友岩地幣の他の地方ではしばし

ば不整合，陸成相等が知られているが，この地域では著

しいものはな．く，岩暦区分瞳火山噴出物類の岩輩に頼ら

ねばならない。そもそも線色凝友岩地帯が成立するよう

な劇烈な火山活動の場合には，堆積環境或は地殻変動ま

ぞも場所場所によつて著しく不李等ぞあったことが考え

られ，從つてある場所では不整含であつても他の場所で

嫉清滅し，或は別の不整合が生じるこξがあつてもよく，

また火山源物質の供給斌態も場所によつて変化に富み，

これらのことが地暦の対比に往々混飢をもだらすのでは

なかろうか。この地域の物見山暦以下の第三紀下部層を，

從來秋田県北部の標準暦序とされてきた台島暦，双六暦

等に，岩質，堆積相を基にして当てはゆるには困難を感じ

るが，それは上述のことを意味するqではなかろうか。

　（4）　線色を呈する凝友岩等は主に黒石沢層と白石沢

厨とに変朽安山岩や石英粗面岩に伴つて出現し，主に水

成岩から成る所謂含油第三紀層ほ直接その上位に位置す

るのではなく，聞に火山噴出物ぞほあるが，あまり変質

を受けていない玄武岩乃至塩基性安山岩の著しい火山活

動を示す物見山層がある。

　（5）線色凝友岩地帯には石英閃線岩や珊岩が知られ・

ている。この地域の石英閃線玲岩はこの仲聞ゼあろう。

これは物見山暦以前の種々の熔岩，火山砕屑岩を噴出累

積した火山活動よりも新しい。しかもこの地域では摺曲，

断暦よわも後に貫入していることは，’構造地質上注目す

べき”である。　　　　　　　　　　（口召禾026年2月ン

549．351．12：548．5　（521．11）

　　　　　　　所謂三角式黄銅鑛に就いて

砂川一郎馨
　　　　　　　R6sum6
0n　the　So卿むa異1e《i　Triangular　Chalcopyrite

　　　　　　　　by
　　　　　　IchirδSunagawa

　　　　　　I　llη！704％0海0％

　The　so－called廿iangular　chalcopyrite　is・a

菅地質部

very　rare　and　p㏄uliar　crダstal　which　has

been　found　from　some　Tertiary　chalcopyrite－

quartzveinsinN・rtheasternpartQfJapan・

and　never　from　other　parts　of　the　world．

DistTibution　of　its　localities　is　shown　in　Fig。

1，Its　morphology　has　b㏄n　well　studied，

butgeneticalstUdyhasn・tb鈴nrep・r鳳

7一（253）




